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業務委託

計１中学校、１部活動を地域移行

登別市バレーボール協会と連携

・少子化等により部活動数は年々減少。学校単独ではチーム編成が困難なため、道内中学校の運動部活動の約３割強が合同部活動を実施。
・地域移行の取組については、多様な地域性を持つ広域な北海道において、各市町村での検討が進むよう、先行事例の収集、普及啓発が必要。
・部活動を地域で行うという認識が、道民の間で未だ広く認知されていない状況の中、地域移行の必要性や有用性を丁寧に説明し理解を得ること、及び、人材や財源、
部活動の教育的意義の整理などの課題について、検討を続けることが、地域で子どものスポーツの機会を持続的に確保するためには不可欠である。

学識経験者や競技団体、保護者等の代表者を構成員とする「部活動関係者会議」を４回開催し、地域移行について議論。
地域コーディネーターとして「部活動の在り方検討支援アドバイザー」を19市町村の説明会等の講師として派遣。
国のガイドラインが改革推進期間とする令和５年度から令和7年度末までの３年間を計画期間とする「北海道部活動の地域移行に関する推進計画」を年度内に策定。

・「部活動の在り方検討支援アドバイザー」を講師として派遣した説明会等の参加者の9割強から好意的な評価。
・「部活動に求めるもの」等を問うアンケート調査を実施、児童生徒の回答では「仲間とのよい人間関係を作ること」が最多。保護者では「人間として成長し、自信をもてる
ようになること」が最多。

・地域部活動推進協議会を開催

・指導者の人材バンクを設置

・「部活動の在り方検討支援アドバイザー」
（地域移行支援コーディネーター）派遣

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）
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顧問：部活動指導員 １名
（登別市バレーボール協会所属）

連絡員：中学校教員 １名

指導員 ３名
（登別市バレーボール協会所属）
※ 内１名は平日の部活動指導員
事務局員：中学校教員 １名

・部活動関係者会議を開催

地域スポーツのありかた検討委員会の開催
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運営主体：登別市（検討・運営会議：地域スポーツのあり方検討委員会）
活動場所：登別市立幌別中学校、登別市青少年会館
指 導 者 ：地域競技団体（登別市バレーボール協会）
移動手段：徒歩、自転車（大会等への参加については現地集合）

責任主体：登別市
活動種目：バレーボール
会 費 等 ：０円
保  険 ：スポーツ安全保険

令和４年度地域運動部活動推進事業
休日の段階的な地域移行に関する実践研究 成果報告書（概要）

登別市においては、他の自治体同様、人口減少・少子化により、部活動の減少が進み、生徒が希望するスポーツ活動を行うことができない状況が進展していることから、
令和３年度から休日の部活動の段階的な地域移行に関する実践研究に取り組んできた。部活動は、地域のスポーツ振興という点においても、重要な役割を担ってきたこ
とから、地域スポーツ全体の課題として認識し、これまでの実践研究の成果などを踏まえた早急な対応が求められている。

令和３年度から継続して地域運動部活動を実施することにより、本市における地域移行に向けた機運の醸成を図った。
また、令和２年度に設立し、部活動の地域移行を含めた地域スポーツの振興について、議論を重ねてきた「地域スポーツのあり方検討委員会」が、令和４年１２月にこ
れまでの検討結果を提言書としてまとめ、登別市及び登別市教育委員会に提出。登別市においては、本提言内容等を踏まえて、令和５年度以降、新たな地域クラブを
設立・運営する一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団を支援し、一体となって地域クラブ活動の推進を図ることとした。
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